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在宅自己注射薬のオーダ入力方法の一部変更について 

 

当院の処方オーダシステムにおける在宅自己注射薬の用法入力機能については、主にインスリ

ン製剤を対象として開発されています。しかし、近年、GLP-1 製剤等が新たに採用されたことに

伴って、従来のオーダシステムの機能では対応できない機能がいくつか検出されてきており、処

方される医師の先生方には大変ご迷惑をおかけしてきました。この度、オーダシステムの機能改

修が実施され、該当薬剤については下記のとおりオーダ入力方法が一部変更となります。システ

ムの変更は 8 月 26 日(金)から実施しますので、ご対応の程よろしくお願い致します。 

 

・GLP-1 製剤（ビクトーザ皮下注、バイエッタ皮下注） 

・成長ホルモン製剤（グロウジェクト BC 注射用、ジェノトロピン TC 注用、ジェノトロピン

ゴークイック注用、ノルディトロピン S 注、ノルディトロピンノルディフレックス注、ノル

ディトロピンフレックスプロ注、ヒューマトロープ注射用） 

該当薬剤 

 

① 

② 

③ 

◆◆◆変更点◆◆◆ 

①用量(1 回量)入力に小数点以下を指定できるようになります。 

②用量の単位に mg 等を利用できるようになります。 

③薬剤毎の空打ち量を考慮した必要本数が表示されるようになります。 
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①用量(1 回量)入力に小数点以下を指定できるようになります。 

ビクトーザ皮下注のように、1 回投与量が小数点以下の薬剤についてはこれまで小数点以下

を指定することができなかったため、代替としてコメントで用量を入力して頂いておりました。

今回の改修により、小数点以下の用量を指定することが可能となりますので、枠内に正式な用

量を入力して下さい。 

 

②用量の単位に mg 等を利用できるようになります。 

自己注射薬の用法指定画面での単位は、これまで薬剤の種類に関わらず全て「単位」で固定表

示されており、ビクトーザ皮下注やバイエッタ皮下注のように単位が mg やg の薬剤について

はそれぞれの単位を表示することができませんでした。今回の改修により、薬剤毎に指定した

単位が表示されるようになります。 

 

③薬剤毎の空打ち量を考慮した必要本数が表示されるようになります。 

自己注射薬は、投与時期(朝、昼、夕等)と用量、日数を指定すると、空打ち量を含めた合計

用量から必要本数が自動表示されます。この機能はインスリン製剤では毎回の空打ちと空打ち

量(2 単位)が一定であったため従来までは問題ありませんでしたが、新たな GLP-1 製剤や成長

ホルモン製剤のように空打ちが初回のみの薬剤や空打ち量が薬剤毎で異なる条件には対応でき

ておりませんでした。今回の改修により、薬剤毎の空打ち量を考慮した必要本数が表示される

ようになりますので、表示された本数を参考に処方量を決定して下さい。 

 

 
（処方せん印字例） 

 

なお、システム改修に伴い、改修前(8 月 25 日以前)の投与履歴から薬剤を DO 処方すると、処

方画面に「用法指定の単位が変更になっています。用法を再度指定して下さい。」と警告が表示

されますので、指示に従って用法等を修正して頂くようお願い致します。 

 

不明な点につきましては、薬剤部・医薬品情報管理室（内線 7083）までご連絡下さい。 


